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来週の投資戦略（6/22-26）
日米物価とマイクロンに注目

2026 年 6 月 21 日

小松 徹

注目事項 － 見所

6 月 24 日、６月の日銀金融政策決定会合の主な意見 ― 利上げ速度の意見は？
6 月 24 日、米マイクロン・テクノロジー決算― 売り上げ 3.7 倍、利益 10 倍以上も？
6月25日、5月の米国個人消費支出（PCEデフレーター）―前年比+4.1％、コア+3.5％？
6 月 26 日、6 月の東京都区部消費者物価指数（生鮮を除く） ― 前年比+1.3％？

株式市場見通し

先週は連日、「米・イランが覚書を結ぶ」、「AI 関連が買われた」、「日経 225 が新
高値更新」と報道された。結局、週間では日経 225 が+7.9％と TOPIX+4.2%、小型株
2.9％を大幅に上回った。だが、米国でフィラデルフィア半導体株価指数（SOX）が４
日間で+7.2％だったことから、SOX に追随したとも言える。一つ違うのは、木曜日引
け後にフジクラ（5803）が 1 カ月前に発表した今期業績予想を 91％も大幅上方修正、
多くの買い注文を残して金曜日にストップ高した。当社は社長が経済テレビ番組で今
後の高成長を強調したばかりだが、今期微減益予想を出し、フジクラ・ショックと言
われた（株価は５日間で 45％急落）。

来週水曜日に米マイクロン・テクノロジー（半導体大手）が 3-5 月期決算を発表する。
売り上げが前年比 3.7 倍、EPS（一株当たり利益）が前年比 10.5 倍とアナリストが予
想している。6-8 月期のアナリスト予想はそれぞれ 2.7 倍、8.0 倍。だが、3 カ月前に
12-2 月期 EPS が予想を 33％も上回ったのに、株価は 8 日間で 30％急落した。当時は
供給余力がないとか、多額の設備投資が負担になるなどを悪材料としていた。しかし、
急落後２カ月半で株価が 3.5 倍になったのも驚きだ。市場関係者の注目度は高い。

さて、株主総会が始まった。ニデック（6594）は 3 時間 50 分、KDDI（9433）も 2 時
間 10 分の総会となったが、議案はすべて可決された。ニデックの場合、まだ昨年度の
決算が報告されていないが、経営体制が刷新された。一度会社を離れると見込まれて
いた岸田社長が残るのは良い判断だ。KDDI は巨額の不正会計が発覚したにも関わら
ず、責任を取る者がいないばかりか、役員報酬を増額する議案も可決された。本田技
研工業（7267）の巨額赤字には経営の大失敗があったにもかかわらず、経営陣を刷新
しないのは不思議だ。すでに全議案が可決される見込みだが、どんな総会になるか。

最後に来週発表のイベントと経済指標について。水曜日に６月の日銀金融政策決定会
合の主な意見が分かる。今後の利上げに積極的な声がどの程度あったか。木曜日にウ
クライナ復興会議が始まる。再度戦争は激しくなっているが、どこまで具体的な話に
なるのか。米国で５月の個人消費支出が発表される。デフレーターは 3～４％と高く
なる。金曜日に６月の東京都区部消費者物価指数（生鮮を除く）が前年比+1.3％と低
く発表される。各種補助金、教育費無償化などが寄与するため、全国より低く出る。
成長戦略会議が近く開催され、最終的な資本投入額が発表されるが、材料になるか。。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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